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内容の要旨 

 

1. 本研究の問題意識と目的 

果樹を吸汁加害するカメムシ類は果樹カメムシと総称さ

れる．防除に際しては，園地への飛来を確認してからの薬

剤散布が主要な方法となるため，精度の高い発生予察技術

が求められる．果樹カメムシの主要種はチャバネアオカメ

ムシ，クサギカメムシ，ツヤアオカメムシの3種である．

これらのうち，チャバネアオカメムシとクサギカメムシに

ついては防除技術や発生予察技術の開発を目標として生態

的，生理的な知見が蓄積されてきた．一方で，ツヤアオカ

メムシに関する知見は2種に比べて圧倒的に少ないのが現

状である．しかし，近年は本種の分布域が拡大しており，

さらに西南暖地では地域によっては個体数が増加傾向にあ

る．今後は本種による被害が拡大することが懸念されるた

め，発生予察法や防除技術の開発に向けた発生生態や生活

史の解明が求められる．  

環境負荷を低減した持続的な農業への転換が求められる

社会的背景から，果樹カメムシの防除においても天敵類の

利用に関する研究が行われてきた．チャバネアオカメムシ

やクサギカメムシでは，卵寄生蜂やヤドリバエの寄生状況

や生態的特性に関する知見が蓄積されている．一方，ツヤ

アオカメムシの天敵に関する知見は不足しており，2種のヤ

ドリバエの記載がされているのみであった．天敵との相互

関係が寄主であるカメムシの生活史に大きく影響を及ぼす

事例もあるため，こうした天敵の寄生状況や生態を明らか

にすることは，ツヤアオカメムシの生態のさらなる理解に

も繋がる． 

このような背景から，本研究ではツヤアオカメムシの寄

主植物，年間世代数，休眠特性などの発生生態について明

らかにする一方で，新たな天敵として卵寄生蜂を探索する

とともに，これらの天敵の寄生状況とツヤアオカメムシの

相互関係を明らかにすることを目的とした． 

 

2. 本研究の構成ならびに各章の要約 

 本論文はまず第Ⅰ章で研究の背景と目的を述べた．第Ⅱ章

から第Ⅴ章までは大きく分けて2つの内容から構成されて

いる．前半ではツヤアオカメムシの発生生態を明らかにす

ることを目的としており，第Ⅱ章でツヤアオカメムシの寄

主植物の転換と年間世代数を推定し，第Ⅲ章では休眠特性

を明らかにした．後半では天敵の生態を明らかにすること

を目的としており，第Ⅳ章では卵寄生蜂の探索と生態調査

を行い，第Ⅴ章ではヤドリバエの寄生状況と寄生による生

殖発育への影響を明らかにした．これらの結果から，第Ⅵ

章では，ツヤアオカメムシの生活史について，利用する寄

主植物，休眠特性，天敵との相互関係など様々な角度から

総合的に考察した． 

 

 第Ⅰ章 序論 

ツヤアオカメムシは果樹カメムシの主要種であるが，防

除技術や発生予察法を開発するために必要な生態的な知見

が不足している．一方で持続的な農業への転換が求められ

る社会的背景から，害虫の防除において天敵の利用が注目

されているが，ツヤアオカメムシの天敵に関する知見も不

足している．天敵と寄主の相互関係を明らかにすることは

寄主の生活史の理解にも繋がるため，本研究ではツヤアオ

カメムシの発生生態について明らかにする一方で，天敵の

種や寄生状況を明らかにし，天敵とツヤアオカメムシの相

互関係を明らかにすることを目的とした． 

 

第Ⅱ章 ツヤアオカメムシの寄主植物の転換と年間世代

数の推定  

2013，2014年度に佐賀県，静岡県においてツヤアオカメ

ムシの採集調査を行った．採集した雌成虫は解剖して体色，

卵巣の発育程度，脂肪体の発達を観察した．また，寄主植

物の探索については神奈川県，東京都でも補足的な調査を

行った． 

これまで知られていた寄主植物であるスギ，ヒノキ以外

にもコブシ，クロキ，ナンキンハゼ，クロガネモチ，ミズ

キ，クマノミズキ，ハナミズキも寄主植物として利用して

いることが明らかになった．雌成虫の体色と卵巣の発育程

度から年間世代数を推定した結果，佐賀県では第1世代成

虫までが産卵可能であり，第2世代成虫と遅れて羽化した

第1世代成虫が越冬するため，年間1~2世代であることが



示唆された．静岡県でも第1世代成虫は産卵し，第2世代

成虫と遅れて羽化した第1世代成虫が越冬するため，年間

1~2世代である可能性が高いが，第3世代成虫が発生する

可能性も考えられた．  

本章で得られた結果からツヤアオカメムシの利用植物に

ついて以下のような仮説を立てた．越冬した成虫は5月に

サクラやヒイラギで，6月にはヤマモモ，スギ・ヒノキに移

動し，スギ・ヒノキに移動した個体は産卵する．7月には第

1世代成虫が羽化し，スギ・ヒノキまたはコブシで産卵する．

8月になると第2世代成虫と遅れて産まれた第1世代成虫

が羽化する．成虫はスギ・ヒノキの球果の劣化にともない，

ナンキンハゼ，クロガネモチ，ミズキ，クマノミズキなど

に移動する個体もいる．また，これらの植物で産卵する個

体もいるが，8月以降に羽化した雌成虫は生殖休眠に入る．

9月になると成虫は越冬に向けて様々な植物で栄養を蓄積

する．10月になると越冬植物へ移動する個体が増え，11月

になるとほとんどの個体が越冬場所への移動を完了し，翌

春まで植物間を移動しない． 

  

第Ⅲ章 ツヤアオカメムシの休眠特性，特に高温が与える

影響について  

第Ⅱ章より，ツヤアオカメムシは野外では8月に生殖休

眠に入っていることが確認されたため，夏の気温が休眠の

誘導に重要な条件と考えた．そこで温度28℃，25℃の日長

16L-8Dの長日条件，12L-12Dの短日条件で卵から飼育し，

各条件で休眠に入る個体の割合を調べた．  

長日条件では各温度条件ともに休眠する個体は見られな

かったが，短日条件では休眠率は25℃で40%，28℃では

100%であった．なお，25℃で産卵が見られた個体を解剖す

ると，長日条件で飼育した個体は卵形成を継続していたが，

短日条件ではすべての個体が卵形成を止めて卵巣を退化さ

せた状態であった．これらの結果から，ツヤアオカメムシ

は短日条件で休眠を誘導するが，高温条件が重なることで

さらに安定して休眠が誘導されることが示された．こうし

た事例は他の昆虫で報告されていない． 

 

第Ⅳ章 ツヤアオカメムシの卵寄生蜂の探索と生態調査 

ツヤアオカメムシの卵寄生蜂の探索を目的として2013

年に佐賀県にてツヤアオカメムシの卵塊トラップを設置す

るとともに，2014年8，9月には静岡県と佐賀県でツヤア

オカメムシの卵塊を採集した．また，2015年8，9月に明

治大学生田校舎のコブシで採集された卵塊についても，卵

寄生蜂による寄生の有無を調べた． 

2013年9月に佐賀県のクマノミズキに設置した11卵塊

すべてからニホンクロタマゴバチが羽化し，卵塊への寄生

率は100%であった．2014年の佐賀県で採集したツヤアオ

カメムシの卵塊からニホンクロタマゴバチとチャバネクロ

タマゴバチが羽化した．2014年の9月に静岡県のナンキン

ハゼから採集したツヤアオカメムシの卵塊からフタスジタ

マゴバチが羽化した．ツヤアオカメムシ卵には，ニホンク

ロタマゴバチとチャバネクロタマゴバチ，フタスジタマゴ

バチが寄生することが明らかとなった．明治大学生田校舎

のコブシで2015年8月中旬から9月上旬までの間に，19

卵塊採集した．この内17卵塊から卵寄生蜂が羽化し，卵塊

への寄生率は89.5%であった．佐賀県での9月に設置した

卵塊トラップへの寄生率は100%であり8月，9月に産下さ

れた卵は高確率で寄生を受けると考えられる． 

以上の結果からこれらの卵寄生蜂がツヤアオカメムシの

重要な密度抑制要因として機能していると予想されるが，

寄生率の季節的な変動や種構成に関する詳細な調査の必要

性が示された． 

 

 第Ⅴ章 ヤドリバエの寄生状況と寄主の生殖能力に与え

る影響 

2013年に佐賀県，徳島県，三重県の予察灯に誘殺された

ツヤアオカメムシ，2014年に佐賀県と静岡県で各種植物か

ら採集した個体を解剖してヤドリバエ幼虫の寄生の有無を

調査した．また，寄生された成虫の生殖腺の状態を寄生さ

れていない個体と比較した． 

予察灯誘殺個体への寄生率は，佐賀県では8.0~20.0%，

三重県では0.6～12.0%，徳島県では3.8%～48.7%だった．

徳島県では6月と8月に寄生率が低下する時期があった．

また，植物から採集した個体では5月と7月に植物から採

集した個体に終齢幼虫が寄生していたため，6，8月にはヤ

ドリバエが寄主から脱出していると考えられた．終齢幼虫

の寄生は採集個体からのみ確認されたことから，予察灯誘

殺個体の寄生は過小評価になっている恐れがある．寄生さ

れたツヤアオカメムシ雌成虫の多くは成熟卵を持っていな

かったため，寄生された雌成虫は産卵能力を失うことが示

された． 

植物から採集した雌成虫への寄生率は最大で100%にな

ることがあった．また，野外で採集したツヤアオカメムシ

からヤドリバエ幼虫が脱出すると，ツヤアオカメムシは1

から2日以内に死亡している．これらの結果からヤドリバ

エはツヤアオカメムシの密度抑制要因として重要であると

考えられるため，今後はツヤアオカメムシに寄生するそれ

ぞれのヤドリバエの種において生態学的な研究を行う必要

がある． 



第Ⅵ章 総合考察 

本研究でツヤアオカメムシの発生生態が明らかになり，

第Ⅱ章で発生予察の基礎となる寄主植物や年間世代数につ

いての知見が得られた．寄主植物は増殖源であるため，重

要度の高い寄主植物は発生予察を行うための指標植物とな

る．明らかになった寄主植物から重要度が高いと思われる

ものを第Ⅲ章，第Ⅳ章で明らかにした休眠特性，卵寄生蜂

の寄生が活発になる時期を考慮して推測すると，ヒノキが

最も重要度が高いと考えられた．これらの成果は発生予察

法や防除技術の開発への応用が期待される．天敵に関して

も多くの知見を得ることができ，卵寄生蜂の種構成や寄生

状況，ヤドリバエの寄生状況と天敵としての有効性を明ら

かにすることができた．第Ⅳ章で明らかになったように卵

寄生蜂の寄生によりツヤアオカメムシの8月の産卵のほと

んどは無効となるが，第Ⅱ章，第Ⅲ章で明らかになったよ

うに8月は多くの成虫が生殖休眠に入る．したがってツヤ

アオカメムシは寄生により産卵が無駄になることを避ける

ように休眠性を進化させたことが推察される．第Ⅴ章で明

らかになったように，ヤドリバエはツヤアオカメムシの成

虫を殺すだけでなく産卵を止める能力があり，卵寄生蜂は

卵へ寄生するため，これらの天敵を効率よく利用すること

でツヤアオカメムシの個体数を大幅に減少させることがで

きるだろう．今後は卵寄生蜂やヤドリバエの利用に向けて

それぞれの生態を明らかにする必要がある．


